
消防車両の配備状況（グラフ）

　ポンプ車・積載車の配備は、最多が板倉第一分団で15台が配備されている。最少は吉川旭分団他

8分団に対し2台ずつとなっている。また、ポンプ車については、配備されている分団と配備のない

分団が存在する。

消防車両の配備状況
（グラフ）
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消防車両の配備状況（地図）
2.8

11

　各消防団に対する消防車両（ポンプ車、積載車、可搬ポンプ）の配備状況を地図上に可視化した。
ピンク色の分団には5台未満、橙色の分団には10台未満、黄色の分団には15台未満、緑色の分団には
15台以上の消防車両が配備されている。
　10台以上の消防車両が配備されている分団は、板倉第一（15台）、板倉第二（14台）、清里第一
（12台）の3分団のみである。

消防車両の配備状況
（地図）
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参考：上越市の人口増減率

　平成17年から26年までの10年間の上越市における人口の増減を消防分団の管轄範囲ごとに可視化
した。赤色は人口減少が20％以上の地域であり、安塚分団、安塚小黒分団、安塚菱里分団、大島第
一分団、大島第二分団が該当した。今後も人口減少が進むと想定される。橙色の地域は減少率10％
以上、黄色は10％未満である。赤色の地域に比べて緩やかではあるが減少傾向が見られる。一方、
薄緑色は5％未満、緑色は5％以上の人口増加が見られた。

　国立社会保障・ 人口問題研究所によれば、2040年までに上越市の人口は10％以上20％未満減少
すると推定されており、全体的には今後も減少傾向にあると言わざるを得ない。
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上越市
消防団適正配置検討委員会

調査報告書

３ 上越市「消防団員へのアンケート調査」
　 の目的と概要



３.１ 調査の目的

　３.２ 調査主体

　３.３ 母集団

　３.４ 調査手法

ヒアリング調査で明らかになった内容が、消防団全体にどのくらい共通のものかを知る。

　調査主体：上越市消防団適正配置検討委員会
　調査企画・支援：新潟大学危機管理室

　母集団：上越市消防団員（4,170人）全員

　悉皆（しっかい）調査：調査対象を全体に漏れなく，かつ重複することなく調査する方法

　３.５ 調査時期

　平成30年6月中旬～7月上旬

　３.６ 調査実施方法

　検討委員会が作成した質問紙（アンケート）を配布、回収

　３.７ 調査回答数

　回答数：3,452人/4,170人（有効回答率82.8％）

　３.８ 調査票

アンケート用紙（Ａ3）　両面1枚
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